
広報

YUZAWA PUBLIC RELATIONS

広報

YUZAWA PUBLIC RELATIONS

湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/

Vol.258
平成28年1月1日号
【毎月1日・15日発行】

Vol.258

さあ、召し上がれ！
　インスタントラーメンを素材とした
アイディアあふれる「トマトマ色どり
ラーメン！」が出来上がりました。
　地熱を活用してハウス栽培された
地元のトマトをふんだんに使用し、
スープには牛乳を入れてまろかさを
出しています。
　ぜひ、ご家庭で作ってみませんか
（材料と作り方は裏表紙にあります）
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次
世
代
が
心
豊
か
な
生
活
を

　
 

確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

齊  

藤  

光  

喜

市
　
長

市
民
の
声
を
効
果
的
に
市
政
へ

　

 

反
映
で
き
る
よ
う
努
め
た
い

伊  

藤  

陽  

悦

市
議
会
議
長

り
で
す
。
県
南
市
町
村
、
隣
県
市
町
村

と
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
作
り
、
国

に
対
し
て
長
年
に
わ
た
る
粘
り
強
い
要

望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現

実
問
題
と
し
て
、
国
県
と
の
太
い
パ
イ

プ
、
信
頼
関
係
な
く
し
て
は
、
容
易
に

実
現
は
不
可
能
で
し
た
。
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
、
地
域
の
各
団
体
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
熱
心
な
要
望
活
動
、
地
元

選
出
国
会
議
員
、
わ
が
故
郷
出
身
の

菅
義
偉
官
房
長
官
の
絶
大
な
お
力
添
え

の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
皆

で
知
恵
を
出
し
合
い
、
湯
沢
市
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
、
生
か
す
努
力
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
一
人
一
人
の
責
任
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
常
に
進
取
果
敢
に
、

勇
気
と
希
望
を
抱
き
、
決
し
て
諦
め
ず
、

前
向
き
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健

康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
湯
沢
市
の
将
来
に
向
け
て
の

「
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
が
あ
り
ま
し
た
。

湯
沢
駅
東
西
自
由
通
路
、
駅
舎
お
よ
び

駅
前
広
場
が
約
三
十
九
億
円
（
実
質
的

な
市
の
財
政
負
担
は
約
一
割
）
で
完
成

し
た
こ
と
、
念
願
で
あ
っ
た
東
北
中
央

自
動
車
道
の
「
院
内
道
路
」
が
約
百
二

十
八
億
円
で
平
成
二
十
八
年
度
供
用
予

定
と
な
り
、「
横
堀
道
路
」
が
約
百
十
二

億
円
で
事
業
化
決
定
し
た
こ
と
、
国
道

一
〇
八
号
「
花
渕
山
バ
イ
パ
ス
」
が
約

二
百
二
十
億
円
で
完
成
し
た
こ
と
、

山
葵
沢
地
熱
発
電
所
が
約
三
百
億
円
の

予
算
で
事
業
着
手
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

い
ず
れ
も
数
百
億
円
規
模
の
大
規
模
社

会
基
盤
整
備
事
業
で
す
が
、
将
来
の
湯

沢
市
の
経
済
活
動
、
地
域
発
展
に
お
い

て
必
要
不
可
欠
な
礎
と
な
る
も
の
ば
か

は
な
ぶ
ち
や
ま

す
が
よ
し
ひ
で

わ
さ
び
さ
わ 次

世
代
が
心
豊
か
な
生
活
を
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動
、
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に
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て
必
要
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可
欠
な
礎
と
な
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も
の
ば
か

は
な
ぶ
ち
や
ま

す
が
よ
し
ひ
で

わ
さ
び
さ
わ

利
用
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
本
市
に
お

い
て
は
、
国
内
で
も
二
十
数
年
ぶ
り
に

な
る
大
規
模
地
熱
発
電
施
設
と
し
て
、

昨
年
五
月
に
山
葵
沢
地
熱
発
電
所
が
着

工
さ
れ
、
本
市
の
地
域
資
源
で
あ
る
地

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
可
能
性
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
湯
沢
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
度
も
議
会
の
活

動
状
況
や
市
の
施
策
、
事
業
な
ど
に
対

す
る
市
民
の
意
見
・
要
望
を
伺
う
「
議

会
報
告
会
」
を
、
市
内
八
会
場
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
が
、
厳
し
い
ご
意
見

も
含
め
、
多
様
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
の

声
を
効
果
的
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
市
政

へ
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
市
内
十
一
小
学
校

の
児
童
た
ち
と
議
会
議
員
に
よ
る
い
じ

め
防
止
に
関
す
る
模
擬
議
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
公

職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
六
月
十
九
日

以
降
は
満
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
選
挙

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

本
市
の
未
来
を
託
す
若
者

の
政
治
参
加
が
大
い
に
進

む
こ
と
を
心
よ
り
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
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が
ら
現
状
を
し

っ
か
り
認
識
し
、
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員
一

同
行
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営
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て

ま
い
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ま
す
の
で
、
皆
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ま
の
な
お
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
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申
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上
げ
ま
す
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。

　

今
、
地
方
で
は
人
口
減

少
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
表
面
化
し
て
お

り
ま
す
。
地
方
と
東
京
圏

の
経
済
格
差
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
若
い
世
代
を
中
心

に
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の

一
極
集
中
を
招
き
、
二
十

五
年
後
の
湯
沢
市
の
人
口

は
三
万
人
を
割
り
込
む
と

い
っ
た
調
査
報
告
も
あ
り
、

人
口
減
少
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

急
激
な
人
口
減
少
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
、

労
働
力
人
口
の
減
少
、
さ
ら
に
は
医

療
・
教
育
環
境
な
ど
市
民
生
活
全
般
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨

年
十
二
月
「
湯
沢
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
湯
沢
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
若
い
世

代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を

実
現
し
、
安
全
・
安
心
で
心
豊
か
な
生

活
が
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
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い
り
ま
す
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、
さ
ら
に
は
医

療
・
教
育
環
境
な
ど
市
民
生
活
全
般
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨

年
十
二
月
「
湯
沢
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
湯
沢
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
若
い
世

代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を

実
現
し
、
安
全
・
安
心
で
心
豊
か
な
生

活
が
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
は
、
市
民
待
望
の
湯

沢
駅
東
西
自
由
通
路
と
新
し
い
駅
舎
が

完
成
し
、
湯
沢
の
玄
関
口
も
新
た
な
時

代
に
向
け
、
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
に
つ
き
ま
し
て
も
、
皆
さ

ま
の
熱
意
が
実
り
、
横
堀
道
路
が
昨
年

事
業
化
さ
れ
、
今
年
は
調
査
設
計
を
継

続
推
進
す
る
予
定
で
、
院
内
道
路
の
供

用
も
平
成
二
十
八
年
度
中
の
予
定
に

な
っ
て
お
り
、
東
北
中
央
自
動
車
道
全

線
開
通
に
向
け
大
き
く
前
進
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
は
、

世
界
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、国
内
で
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
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財務書類４表を公表します行政コストの内訳

　行政コスト（行政サービスを提供するための経費）
を性質別にグラフ化しました。社会保障給付や補助
金などの「再配分的なコスト」が最も大きくなって
います。

▶性質別行政コスト ▶目的別行政コスト
　行政コストを目的別にグラフ化しました。「福祉」
の割合が最も大きくなっています。

住民一人当たりの行政コスト
　社会資本整備の結果を示す「有形固定資産」のうち、
純資産による整備割合を見ることで、これまでの世代
によって負担された割合を見ることができ、また、地
方債による整備割合を見ることで、将来世代による負
担の割合を見ることができます。

社会資本の世代間負担

（平成27年3月31日現在住民基本台帳人口 48,586人） ※有形固定資産に対する純資産と地方債の割合で単純計算している
ため、両比率の割合は 100％になりません。

（注）・貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、および資金収支計算書は総務省方式改訂モデルに則って作成しています
　    ・会計間（一般会計⇒特別会計など）の繰り出し、繰り入れなどは相殺消去しています
※1 地方公会計制度
　　これまでの会計制度（現金主義=現金の収支）に企業会計的要素（発生主義・複式簿記）を取り込むことで、現金主義の会計制度では見
　　えにくいコストや資産情報を把握し、市の財政状況などを分かりやすく開示するとともに、中・長期的な視点に立った自治体経営の強化
　　に資するものです
※2 市全体の会計
　　財務書類 4表は、①普通会計（一般会計+愛宕荘特別会計+皆瀬更生園特別会計+墓地公園特別会計）、②市全体の会計（財産区を除く
　　全ての会計）、③連結会計（市全体の会計+一部事務組合+広域連合+第三セクター）の 3段階に分けて作成しておりますが、今回は「市
　　全体の会計」について公表するものです

経常行政コスト（Ａ）　　　　　       356億8千万円
【内訳】
・人に掛かるコスト　　　　　　　　　   47億5千万円
　職員の給与・退職手当など
・物に掛かるコスト　　　　　　　　　　　　 88億円
　物品購入、光熱水費、施設等の修繕費、減価償却費など
・再分配的なコスト　　　　　　　　　 208億3千万円
　社会保障給付費、各種団体への負担金・補助金など
・その他のコスト　　　　　　　　　　　　　 13億円
　借入金（市債）の利子など

　　　　　　　　　　経常収益（Ｂ）　　　　　　　　 　     85億7千万円
　行政サービスの受益者が直接負担する施設使用料や保険
　料、上下水道料金など

　
純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ）     　  271億1千万円
　経常行政コストから経常収益を差し引いた純粋な行政コスト

行政コスト計算書

 

＋

＝

純資産変動計算書

資金収支計算書

　　

＋

＝

 

 

【負債の部】
合計　　　　561億3千万円
　借入金（市債）や将来の職員
　の退職金など、将来世代の
　負担で返済していく債務
【純資産の部】
合計　　　   983億3千万円
　現世代がすでに負担して支
　払いが済んでいる正味の資
　産

【資産の部】
公共資産     1,400億8千万円
　道路、学校、上下水道、公共
　施設等の有形固定資産など
投資など　　  64億2千万円
　基金、出資金、長期延滞債
　権など
流動資産　　  79億6千万円
　資金（現金・財政調整基金
　ほか）、未収金など
（うち資金：77億8千万円）

貸借対照表

　人的サービスや給付サービスなどの資産形成につ
ながらない行政サービスの活動実績を、コストとい
う側面から把握したものです。26年度の1年間のコス
トの総額は356億8千万円となります。

　純資産（正味の資産）が1年間にどのように増減し
たかを示しています。26年度の純資産は、25年度より
50億1千万円増加しています。

　これまでの行政活動によって形成された建物や土地
などの資産と、その資産を形成するために要した負債
や財源がどのくらいあるかを示したものです。資産・
負債・純資産の3つの要素から構成されています。

　1年間の現金の収入（歳入）と支出（歳出）が、どのよ
うな理由で増減しているかを性質別に区分して整理し
たものです。経常的収支の黒字分を公共資産整備支出
や主に借入金（市債）の返済である財務的支出に充てて
いるということが分かります。

期末（26年度末）純資産残高　　　   983億3千万円

期首（25年度末）純資産残高　　　    933億2千万円

当期変動高　　　　　　　　　　  　50億1千万円
【内訳】純経常行政コスト　　　　 △271億1千万円
　　　一般財源・補助金など　　　 289億5千万円
　　　臨時損益など　　　　　        31億7千万円

期首（25年度末）資金残高　　　　　   73億1千万円

期末（26年度末）資金残高　 　　　　   77億8千万円

当期収支　　　　　　　　　　　　　  4億7千万円
【内訳】経常的収支　　　　　　　　    62億1千万円
　　　公共資産整備収支　　　　    △16億8千万円
　　　投資・財務的収支　　　　 　△40億6千万円

有形固定資産　a

純資産　b

地方債（翌年度償還予定額を含む）　c

これまでの世代による負担比率　b/a

将来世代による負担比率　c/a

140,035,769

98,328,188

50,921,653

70.2% 

36.4% 

金額（千円）項　　目

経常行政コスト　a  
　人に掛かるコスト
　物に掛かるコスト
　再分配的なコスト
　その他のコスト
経常収益　b  
　使用料・手数料
　分担金・負担金・寄附金
　保険料
　事業収益
　その他特定行政サービス収入
　他会計補助金など
            純経常行政コスト　a-b  

性質別分類 金額（円）

734,359
97,832
181,079
428,739
26,709
176,392
6,867
88,352
47,240
32,867
1,066
0

557,967

その他コスト

(3.6％）
1,297,704千円 人に掛かるコスト

(13.3％）
4,753,255千円

支払利息

（2.4％）
856,748千円

議　会

（0.6％）
213,510千円

総　務

（6.9％）
2,442,734千円

環境衛生

（7.1％）
2,550,952千円

産業振興

（6.2％）
2,218,419千円

消　防

（5.3％）
1,906,860千円

回収不能見込
計上額

（0.1％）
48,834千円

生活インフラ・
国土保全

（10.0％）
3,557,922千円

福　祉

（54.1％）
19,295,150千円

物に掛かるコスト

(24.7％）
8,797,892千円

教　育

（7.3％）
2,588,457千円

　市の財政状況をより詳しく知っていただくため、地方公会計制度※1に基づ
く財務書類4表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収
支計算書）を公表します。
　ここでは、市全体の会計※2の要旨をお知らせします。なお、詳細については
市のホームページに掲載していますのでご覧ください。
○問い合わせ　財政課財政班（☎73-2114）へ

再分配的なコスト

(58.4％）
20,830,735千円
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ホット
スマイル

まきがま

薪窯で焼くナポリピッツァが楽しめるイタリアン居酒屋を10月にオープン
「市内で飲食店を営んでいる」

村上　輝さん
H i k a r u　Mu r a k am iフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.75

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
自
分
の
店
で
す
の
で
、
厨
房
で
の
調
理
か
ら
接
客
、

経
理
ま
で
何
で
も
こ
な
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
市
外
の
飲
食
店
に
就
職
し
、
接
客
や
調
理
の
仕
事
が

自
分
に
合
っ
て
い
て
楽
し
く
、
三
十
歳
ま
で
に
は
自

分
の
店
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
夏
ご
ろ

に
、
今
の
場
所
で
店
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
の
話
が

あ
り
、
地
元
で
支
援
し
て
く
れ
る
人
や
家
族
の
協
力

に
も
恵
ま
れ
、
開
店
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
定
休
日
は
毎
週
水
曜
日
で
す
が
、
店
の
新
メ
ニ
ュ
ー

の
試
作
や
雑
務
な
ど
で
開
店
以
来
ほ
と
ん
ど
休
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
が
で
き
れ
ば
家
族
で
近
場
の
温

泉
に
行
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
店
は
自
分
と
家
族
、
従
業
員
一
人
の
四
人
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
な
の
で
、
お

客
さ
ん
に
も
く
つ
ろ
い
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
、
店
の
雰
囲
気
や
味
を

知
っ
て
も
ら
い
気
軽
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り

た
い
で
す
。
目
標
は
も
う
一
店
舗
自
分
の
店
を
構
え

る
こ
と
と
、
湯
沢
の
飲
食
店
が
主
体
と
な
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
み
た
い
こ
と
で
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
十
月
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
は
開
店
準
備
で
忙
し
く
大
変

で
し
た
。
今
は
仕
事
が
す
ご
く
楽
し
い
で
す
し
、
名

前
と
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
た
お
客
さ
ん
に
、
お
い
し

か
っ
た
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
ま
た
店
に
来
て
も

ら
え
た
り
す
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

A

「空き家等の適正な管理の推進に関する
協定」締結式

県内初
空き家の見回り、
適正管理の強化へ

▲協定を結んだ齊藤市長と吉田理事長

十
二
月
十
一
日
、
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
「
空
き
家
等
の
適
正
な
管

理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

現
在
、
市
内
に
は
千
件
を
超
え
る
空
き

家
が
存
在
し
ま
す
。
空
き
家
は
所
有
者
が

地
元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
継
続
し
て
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
定

は
、
市
が
空
き
家
の
所
有
者
か
ら
建
物
の

管
理
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
際
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
同
セ
ン

タ
ー
が
有
料
で
管
理
を
請
け
負
う
も
の
で

す
。
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
推
進
す
る

こ
と
で
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

協
定
書
に
署
名
後
、
齊
藤
市
長
は
「
空

き
家
は
適
正
な
管
理
を
し
な
い
と
市
民
の

生
活
が
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
県

内
初
の
取
り
組
み
が
成
功
し
、
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
田
秀
夫
理
事
長
は

「
協
定
に
よ
り
高
齢
者
の
活
躍
の
場
が
広

が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
今
後
も
市
と

情
報
交
換
を
密
に
し
、
市
民
の
要
望
に
応

え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

業
務
内
容
は
、
空
き
家
な
ど
の
見
回
り
、

除
草
、
清
掃
、
樹
木
の
伐
採
、
植
木
の
剪

定
、
雪
囲
い
の
設
置
・
撤
去
、
修
繕
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
料
金
は
業
務
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
お
困
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

く
ら
し
の
相
談
課
よ
ー

く
聴
く
窓
口
班
（
☎
73
2
1
1
5
）
、

湯
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

72
6
2
0
0
）
へ

よ
し
だ
ひ
で
お

６
2016.01.01

【第1回】 1月14日（木）　クラウドソーシングの概要と企業経営におけるメリット
　　　　　　　　　　　　（会場：市役所本庁舎3階会議室33・34）
　　　　　　　　　　　　　事業力をぐっと向上できる新手法「クラウドソーシング」の概要と、活用事
　　　　　　　　　　　　例などをご紹介します。
【第2回】 1月21日（木）　クラウドソーシングの上手な活用方法（マーケティング編）
　　　　　　　　　　　　（会場：同2階会議室23・24）
　　　　　　　　　　　　　自社の商品やサービスをより売れるものに変化させる手法を伝授。東京でも！
　　　　　　　　　　　　海外でも！湯沢ブランドを展開するポイントとステップをご紹介します。
【第3回】 2月4日（木）　第1回と同じ内容（会場：同2階会議室21・22）
【第4回】 2月18日（木）　第2回と同じ内容（会場：同2階会議室21・22）

◆企業向けセミナーの開催

新しい働き方への挑戦を応援します。新しい働き方への挑戦を応援します。

はじめよう！
　クラウドソーシング
はじめよう！
　クラウドソーシング

クラウドソーシングを活用した業務発注体験

　「クラウドソーシングが何か分からない」、「具体的にどうやって活用すればよいか分から
ない」といった企業の皆さんへ、効果的な活用方法や事例を交え、分かりやすく解説する
セミナーを開催します。詳細は事業紹介WEBサイト（http://yuzawa-cs.com）をご覧くだ
さい。
○時　間　午後2時（午後1時30分 開場）※2時間程度の予定。
○参加料　無料

○申し込み　在宅ワーク推進センター（株式会社パソナテック内専用ダイヤル☎050-8882-5622）
※事業紹介WEB サイトからも申し込みできます。
○問い合わせ　まるごと売る課商工労政班（☎55-8186）

　市では、インターネット上で企業から個人に対して仕事を発注・受注することができる
クラウドソーシング支援事業を実施していますが、クラウドソーシングを活用して、商品
のＰＲや事業力の強化を目指す市内企業のかたを対象に、下記のとおり「クラウドソーシ
ング活用セミナー」を開催します。
　初心者のかた向けの内容となっていますので、この機会にクラウドソーシングに挑戦し
てみましょう！

　市では、インターネット上で企業から個人に対して仕事を発注・受注することができる
クラウドソーシング支援事業を実施していますが、クラウドソーシングを活用して、商品
のＰＲや事業力の強化を目指す市内企業のかたを対象に、下記のとおり「クラウドソーシ
ング活用セミナー」を開催します。
　初心者のかた向けの内容となっていますので、この機会にクラウドソーシングに挑戦し
てみましょう！



　

毎
年
、
雪
に
よ
る
事
故
で
多
く
の
死
傷

者
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
屋
根

の
雪
下
ろ
し
中
に
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪

な
ど
の
安
全
な
作
業
方
法
に
つ
い
て
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
を
受
講
し
安
全
な
雪
下
ろ
し
作

業
を
行
い
、
厳
し
い
冬
の
季
節
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
14
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
申
し
込
み
し
た
先
着
五
十
人

に
防
災
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総

合
防
災
班
（
☎
55
8
2
5
0
）
ま
た
は

県
雄
勝
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課
（
☎

73
8
1
9
1
）
へ

　

県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
後

継
者
育
成
を
目
的
と
し
、
新
規
就
農
や
新

た
な
農
業
部
門
開
始
に
必
要
な
技
術
を
身

に
付
け
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
て
、
二
年

間
の
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◯
研
修
期
間　

4
月
〜
平
成
30
年
3
月

◯
研
修
コ
ー
ス　

作
物（
水
稲
な
ど
）・
野

菜
・
花
き
・
果
樹
・
肉
用
牛
・
酪
農

◯
資　

格　

研
修
終
了
後
、
市
内
で
の
就

農
が
確
実
で
、
申
請
時
の
年
齢
が
45
歳

未
満
の
人

◯
受
付
期
限　

1
月
15
日
㈮

◯
定　

員　

若
干
名

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農

業
振
興
班
（
☎
72
0
6
3
1
）
へ

　

市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
20
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
1
集
会
室

◯
演　

題　
「
工
夫
・
発
明
の
楽
し
さ
」

◯
講　

師　

菅す
が

正た
だ
し

さ
ん

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

1
月
21
日
㈭
／
①
午
前
10
時

〜
正
午
②
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
2
集
会
室

◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

農
業
用
機
械
に
使
用
す
る
軽
油
の
免
税

証
交
付
申
請
の
集
合
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
必
要
書
類

を
準
備
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
税
事
務
所
雄
勝
支
所
窓
口
で

の
受
け
付
け
は
、
一
月
二
十
七
日
㈬
か
ら

行
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
集
合
受
け
付

け
を
行
っ
た
人
よ
り
も
免
税
証
の
交
付
が

遅
く
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
左
記

の
日
時
・
会
場
で
、
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
26
日
㈫
／
①
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
②
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
地
域
振
興
局
3
階

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
総
合
県
税
事
務
所
課

税
第
二
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
3

 

3
4
1
）
ま
た
は
同
雄
勝
支
所
（
☎
73

3
1
8
1
）
へ

　

相
談
時
間
は
一
人
一
時
間
程
度
で
、
事

前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

1
月
26
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
2
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

横
手
市
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｙ²
ぷ

ら
ざ
3
階

◯
対　

象　

18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
人
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
込
期
限　

1
月
18
日
㈪
（
受
け
付
け

は
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
ひ
き
こ

も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
1
8

―
8
3
1
―
2
5
2
5
）
へ

「
屋
根
の
雪
下
ろ
し

事
故
防
止
講
習
会
」

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.01.01
9

2016.01.01
8

平
成
28
年
度

「
未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
生
」募
集

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

18
歳
以
上
の

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

巡
回
相
談
会

　

県
で
は
、
県
外
に
在
住
し
県
内
で
の
就

職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
た
「
Ａ

タ
ー
ン
就
職
面
接
会
」
を
東
京
で
開
催
し

ま
す
。
家
族
や
知
人
で
Ａ
タ
ー
ン
を
希
望

す
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
23
日
㈯
午
後
1
時
〜
4

時
／
正
午
か
ら
受
け
付
け

◯
と
こ
ろ　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ（
東
京
都
）

◯
内　

容　

県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
と

の
個
別
面
談
、
関
係
職
員
に
よ
る
就
職

相
談
な
ど

◯
対　

象　

県
外
在
住
で
県
内
で
の
就
職

を
希
望
す
る
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者

◯
問
い
合
わ
せ　

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋

田
（
県
東
京
事
務
所
内
薛
0
1
2
0
―

1
2
2
―
2
5
5
）
へ

◯
募
集
種
目　

防
衛
大
学
校（
一
般
後
期
）

◯
資　

格　

高
等
学
校
を
卒
業
（
平
成
28

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を

含
む
）
し
た
21
歳
未
満
の
人

◯
応
募
期
間　

1
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮

◯
試
験
日　

2
月
20
日
㈯

※
詳
細
は
受
付
後
に
連
絡
し
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋

田
地
方
協
力
本
部
横
手
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

　

秋
田
地
方
法
務
局
で
は
、登
記
相
談（
登

記
申
請
書
の
書
き
方
や
必
要
な
添
付
書
類

に
関
す
る
相
談
な
ど
）
を
希
望
す
る
人
に
、

待
ち
時
間
な
く
相
談
窓
口
を
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
前
予
約
制
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
に
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
秋
田
地
方
法
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方

法
務
局
湯
沢
支
局
（
☎
73
2
4
5
0
）

へ

　

平
成
二
十
八
年
三
月
末
ま
で
の
期
間
中
、

学
生
、
生
徒
お
よ
び
保
護
者
を
対
象
と
し

た
未
内
定
者
へ
の
集
中
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

期
間
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
学
卒
集
中

支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
支
援
内
容　

求
人
情
報
の
提
供
、
応
募

書
類
の
添
削
指
導
、
面
接
指
導
、
個
別

求
人
開
拓
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢

（
☎
73
6
1
1
7
）
へ

◯
と　

き　

1
月
17
日
㈰
午
前
9
時
30
分

開
会
式

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

▽
3
時
間
立
切
試
合
基
立
選
手

・
高た
か

久く

徹と
お
る

五
段
（
湯
沢
市
）

・
鷲わ
し

谷や

和わ
た
る

六
段
（
秋
田
市
）

・
今こ
ん

野の

満み
つ

広ひ
ろ

錬
士
六
段
（
仙
台
市
）

・
菅す
が

井い

和か
ず

宏ひ
ろ

教
士
七
段
（
福
島
市
）

▽
女
子
の
部
2
時
間
立
切
試
合
基
立
選
手

・
森も
り

本も
と

理り

香か

四
段
（
秋
田
市
）

・
継つ
ぐ

枝え
だ

郁い
く

美み

六
段
（
花
巻
市
）

◯
問
い
合
わ
せ　

大
会
実
行
委
員
会
委
員

長
加
賀
谷
（
☎
72
3
0
2
1
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
24
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
班（
☎
73
3
1
5
1
）

へ

　

県
内
で
は
、
林
業
に
お
け
る
死
亡
労
働

災
害
が
平
成
二
十
七
年
九
月
と
十
月
に
連

続
し
て
発
生
し
、
二
人
の
尊
い
生
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
緊
急
事
態
を
受
け
、林
業
・
木
材
製

造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
で
は
、
林
業
死

亡
労
働
災
害
多
発
警
報
を
発
令
し
ま
し
た
。

発
令
期
間
中
、
緊
急
集
団
指
導
や
現
場
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、

林
業
事
業
主
に
対
し
て
、
自
主
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
や
一
斉
自
主
点
検
の
実
施
な
ど
を

要
請
し
て
い
ま
す
の
で
、
林
業
労
働
災
害

再
発
防
止
の
た
め
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
発
令
期
間　

2
月
29
日
㈪
ま
で

◯
問
い
合
わ
せ　

林
業
・
木
材
製
造
業
労

働
災
害
防
止
協
会
秋
田
県
支
部
（
☎

0
1
8
―
8
3
7
―
7
7
6
2
）
へ

「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
面
接
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

秋
田
地
方
法
務
局

登
記
相
談
の　
　

事
前
予
約
に
つ
い
て

就
職
未
内
定
者
へ
の集

中
支
援

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

軽
油
引
取
税
免
税
証（
農
業

用
）の
交
付
申
請
に
つ
い
て

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
37
回
3
時
間
立
切
試
合
／

第
17
回
女
子
の
部
2
時
間

立
切
試
合

「
林
業
死
亡
労
働
災
害

多
発
警
報
」発
令
中
!

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



　新しく事業を始めたい人などを対象に、経営知識やノウハウ、経営資源を得るための場を提供し、起業・創業
を支援します。
※セミナーの内容など、詳細は市ホームページをご覧ください。
◯と　き　2月7日㈰、21日㈰、28 日㈰、3月6日㈰（全4回）
　　　　　午前10時～午後4時
◯ところ　市役所本庁舎2階会議室
◯内　容　起業するにあたり踏まえておきたい知識の講義
　　　　　および事業計画書の作成指導
◯講　師　小室秀幸さん
　　　　　（㈱小室経営コンサルタント代表取締役）
◯受講料　無料
◯定　員　10人（先着順）
○最少催行人数　5人
◯申込期限　2月1日㈪
◯申し込み・問い合わせ　まるごと売る課商工労政班（☎55-8186）へ

こ　むろひでゆき

2016.01.01
11

2016.01.01
10

127,000

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

11月分

合　　　計 19

1 20,000弔 慰 金 等

0 0協　賛　金

00祝金及び寸志

0 0見　舞　金

香典

2 6,000接　　　遇

16 101,000会　　　費

市長日誌（11月）

交際費報告

1日（日）

秋田県知事と市町村長との行政懇談会
交流会ほか

湯沢市誘致企業等懇話会講師との昼食
懇談会、水曜会食事代

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

第6回新庄そばまつり（山形県新庄市）、平成27年度湯
沢市社会福祉大会　表彰式典、平成27年度日独交流中
学生派遣事業に係る訪問団解散式

3日（火） ＪＡ秋田中央会理事会（鹿角市）
4日（水） 平成27年度秋田県南地域市議会議員研修会懇談会（仙

北市）

10日（火） まちづくり・住まいづくりに関する意見交換会（山形
県東根市）

9日（月）

控除の対象となるもの
　診療・治療費、治療目的の医薬品など。
※ドラッグストアなどで購入した市販薬でも、風邪薬など治療目的の場合、控除の対象となります。薬品名の記載
があるレシートをお持ちください。
控除の対象とならないもの
　健康診断、人間ドック、予防接種、医師の診断書、栄養ドリンクなど疲労回復や健康維持の目的で購入したもの、
視力矯正のためのコンタクトレンズ代、眼鏡代、補聴器代、医師の処方のない目薬など。
所得税の還付申告
　所得税の還付申告は、その翌年の1月1日から5年間提出することができます。平成27年分の場合は28年1月1
日から5年間、還付申告をすることができます。
問い合わせ　税務課市民税班（☎55-8094）

医療費控除対象額
　平成27年中に支払った医療費の合計が下記の表で控除となる金額の場合、市・県民税の申告や確定申告において
医療費控除を受けることができます。
※申告をする前に必ず合計額を算出し、領収書を持って会場へお越しください。
※健康保険組合や生命保険などから医療費が補てんされた場合（高額療養費、入院給付金、高額介護サービス費など）
は、その金額を対象の医療費から引いてください。

▲奥羽本線湯沢駅東西自由通路・駅舎完成記念式典であいさつ
　する齊藤市長

東北中央自動車道建設促進要望会（東京都）

11日（水） 全国市長会　市長フォーラム（東京都）
12日（木） 秋田県選出国会議員と秋田県市長会との懇談会（東京都）
13日（金） 平成27年度第2回水曜会、湯沢市農業委員会　農政懇

談会
15日（日） 国道108号花渕山バイパス開通式典（宮城県大崎市）、

同全線開通大祝賀会（同）
16日（月） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会
17日（火） 平成27年度湯沢市除雪安全祈願祭、市長との対話集会

（須川地区）
18日（水） 洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、市議会全員

協議会、市長との対話集会（岩崎地区）
19日（木） 地域経済産業政策に係る意見交換会（青森県八戸市）
20日（金） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会

（東京都）
24日（火） 秋田・タイ王国友好協会理事会・総会（秋田市）
25日（水） 湯沢市流雪溝利用組合連合会通常総会、市長との対話

集会（秋ノ宮地区）
26日（木） 定例記者会見、市長との対話集会（幡野地区）
27日（金） 市議会12月定例会本会議、市議会全員協議会
28日（土） 奥羽本線湯沢駅東西自由通路・駅舎完成記念式典、平

成27年度山形新幹線大曲延伸推進会議講演会
29日（日） 泉沢・京櫃ふれあいサロン研修会
30日（月） 市議会12月定例会本会議

起業・創業！ 包括的にサポートします起業・創業！ 包括的にサポートします起業・創業！ 包括的にサポートします 受講者募集

【しがっこまつり】
と　き　2月18日㈭～20日㈯（18日、19日はライトアップのみ）
ところ　小安峡 河原湯橋周辺
問い合わせ　一般社団法人湯沢市観光物産協会皆瀬事務所（☎47-5080）へ

【秋の宮温泉郷　第18回かだる雪まつり】
と　き　2月13日㈯
ところ　旧秋ノ宮スキー場
問い合わせ　かだる雪まつり実行委員会事務局菅（☎090-2271-5803）へ

【犬っこまつり】
と　き　2月13日㈯、14日㈰
ところ　主会場（市役所周辺）、まちなか会場（大丈跡地）および湯沢駅前周辺（予定）
問い合わせ　犬っこまつり実行委員会
　　　　　　　（一般社団法人湯沢市観光物産協会内☎73-0415）へ

【第34回雄勝の雪まつり】
と　き　2月13日㈯
ところ　小町の郷公園
問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会（☎52-2200）へ

200万円未満の人

200万円以上の人

総 所 得 金 額 等 医 療 費 控 除 と な る 額

識知豆の除控費療医

2016  湯沢の冬まつり2016  湯沢の冬まつり2016  湯沢の冬まつり

支払った医療費の合計のうち、総所得金額等×5％を超えた額

支払った医療費の合計のうち、10万円を超えた額

ノウハウ・知識・経営資源
　　　　　　　をサポート

事業計画書の作成　　
　　　　　指導・支援

受講後の　　　　　　
　　　アフターフォロー

ノウハウ・知識・経営資源
　　　　　　　をサポート

事業計画書の作成　　
　　　　　指導・支援

受講後の　　　　　　
　　　アフターフォロー



　

皆
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
ゆ
こ

ゆ
こ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
小
野
小
町
の
ガ
イ
ド

を
協
力
隊
二
人
で
担
当
し
ま
し
た
。

　

御
食
事
処
小
町
園
で
作
ら
れ
た
「
小
野
小

町
」
の
紙
芝
居
を
基
に
、
物
語
を
進
め
な
が

ら
史
跡
巡
り
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
桐
木
田

の
井
戸
で
は
、
参
加
者
が
桐
木
田
の
井
戸
を

の
ぞ
き
込
み
「
本
当
だ
！
」「
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
井
戸
が
あ
る
ん
だ
」
と
驚
い
て
い
る
様

子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

他
に
も
「
こ
こ
に
来
た
の
は
初
め
て
だ
」

「
史
跡
巡
り
が
好
き
だ
か
ら
、
来
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
参
加
者
か
ら
喜
び
の

言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
話
を

聞
き
な
が
ら
「
へ
ー
」「
な
る
ほ
ど
」
と
た

く
さ
ん
の
反
応
を
い
た
だ
き
、
ガ
イ
ド
す
る

私
た
ち
も
楽
し
く
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

小
野
小
町
の
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
な

か
な
か
地
元
の
場
所
に
足
を
運
ぶ
機
会
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
、
少
し

で
も
皆
さ
ん
の
発
見
や
学
び
の
お
手
伝
い
が

で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す（
荻
原
・
増
永
）。

　

十
一
月
十
五
日
に
山
谷
町
内
会
館
で
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
こ
ま
ち

隊
の
出
前
講
座
（
見
つ
め
て
み
よ
う
、
湯
沢

の
魅
力
）
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
二
回
目
の
開
催
で
す
。
前
回
出
た

内
容
を
基
に
、
山
谷
町
内
会
の
こ
と
を
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
食
・
暮
ら
し
・

遊
び
」と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

季
節
を
通
し
て
楽
し
む
漬
物
の
変
化
、
豊
富

な
キ
ノ
コ
、
九
月
の
花
火
大
会
、
今
は
減
り

つ
つ
あ
る
蛍
、
雪
の
遊
び
、「
び
ど
ろ
こ
」

や
「
か
く
れ
ぼ
っ
ち
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
話

や
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。「
あ
ら
た
め
て

思
い
出
す
と
い
ろ
い
ろ
で
て
く
る
ね
」「
山

谷
っ
て
い
い
所
だ
よ
」
と
い
う
地
域
の
か
た

の
言
葉
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

山
谷
に
は
素
敵
な
宝
物
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
知
り
、
そ
の
宝
物
が
地
域
の
か
た
に

と
っ
て
魅
力
や
再
発
見
に
つ
な
が
っ
た
ら
い

い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
山
谷
町
内
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
荻
原
・

増
永
）。

　

若
手
社
会
人
の
仕
事
や
生
き
方
に
触
れ
て

も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
を
感
じ
て

も
ら
っ
た
り
す
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校
時

代
の
取
り
組
み
が
将
来
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
か
を
想
像
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
湯
沢
翔
北
高
等
学
校
の
一
年
生
に
向
け

て
授
業
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
内
・
県
内

だ
け
で
な
く
東
京
都
や
宮
城
、
福
島
県
な
ど

県
外
で
暮
ら
す
社
会
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
縦
横
の
つ
な
が
り
が
も
っ
と
あ
っ
て

も
良
い
な
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
継
続

的
に
社
会
人
と
学
生
が
気
軽
に
つ
な
が
れ
る

場
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
岩
間
）。

出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た

ゆ
こ
ゆ
こ
セ
ミ
ナ
ー

◆出前講座の申し込み
　生涯学習課社会教育文化
　班（☎73-2163）へ
◆地域おこし小町隊に関す
　る問い合わせ
　地域おこし小町隊（市ま
　るごと売る課内☎73-211
　　1内線364）へ

出前講座開催中！

▲お母さんたちが作ってく
　れた漬物です。おいし
　かったです

▲こんなにたくさんの意見やお話
　がでました

▲昔の写真を見ながら小町堂の歴史を振り返りました

高
等
学
校
で
の

　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
！

▲当日は約20人の社会人が2～3人のグループ
　に分かれて授業を担当しました。
　社会人にとっても自身について振り返るきっ
　かけとなりました

2016.01.01
13

社会人とのフリートーク開催！
皆さんの参加お待ちしてます！

◆開催日時
　1月19日㈫
　午後4時～5時30分
　市役所本庁舎1階市民ロビー

◆対　象　中学生・高校生

◀ツイッターでも
　開催状況を確認
　できます

　市では、認知症の相談を受けているほか、認知症について正
しく理解し、認知症のかたや家族に対して温かい目で見守って
くれるサポーターの養成講座や、介護者が思いや悩みを語り合
う場として「ささえ愛懇談会」を開催しています。
　関心のあるかたは気軽に地域包括支援センターにご連絡くだ
さい。

2016.01.01
12

地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　7
　地域包括ケア（高齢者の生活を一体的、継続的に支援する仕組み）をシリーズで
紹介します。

○問い合わせ　地域包括支援センター（☎78－2311）へ

ささえ愛懇談会ささえ愛懇談会
開催中！開催中！

「家族だけで頑張る」から「地域の支え合い」へ
　認知症は、加齢とともに起こり得る身近な病気です。介護が必要になると長期
間にわたる場合が多くみられます。家族だけで支えることは困難が多く、地域の
皆さんの見守りや家族以外に協力してくれる仲間が必要です。

一緒に見守る、優しいまち安心できるまちづくりを
　見守り活動は気付き（見つけること）から相談窓口などにつなげる活動です。特別に時間を割いて何かをするの
ではなく、日常の生活の中でそれとなく注意を払ったり、さりげなく様子を見たりすることです。
　地域の皆さんが認知症を理解し、少しでも見守りに参加することで、安心して暮らせる優しい地域づくりにつな
がっていきます。

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

～第 11 回自殺の影響～～第 11 回自殺の影響～

　
　

  

殺
は
多
く
の
人
に
影
響
が

　
　

  

あ
り
ま
す

　
　

　

自
殺
者
を
一
と
す
る
と
、
自
殺
未
遂
者

は
自
殺
者
の
十
倍
、
自
殺
や
自
殺
未
遂
者

か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
る
人
は
五
か

ら
六
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
亡
く
な
る
人
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
さ
れ
た
人
の
悲
し
み

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ（
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
な
ど
、
こ
こ
ろ
の

病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

自
殺
は
当
人
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の

人
た
ち
に
影
響
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

  
ち
明
け
ら
れ
た
時
は

　

自
殺
に
傾
い
て
い
る
人
の
多
く
は
、
困

難
や
苦
痛
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
「
死
に
た
い
」
と
口
に
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
人
に
出

会
っ
た
り
気
付
い
た
り
し
た
ら
、
ま
た
直

接
、自
殺
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
時
は
、ゆ
っ

く
り
話
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ぎ
ら
う
」「
聴
く
」「
つ
な
ぐ
」の
ス
テ
ッ

プ
で
す
。

　
「
お
つ
ら
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
打
ち

明
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
私
で
よ

か
っ
た
ら
話
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

優
し
い
声
掛
け
で
こ
こ
ろ
が
軽
く
な
る
も

の
で
す
。

○
1
月
13
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○　
　

20
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
2
月
3
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○　
　

10
日
（
水
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

○　
　

17
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
、「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自打

〇
ね
ぎ
ら
う　

打
ち
明
け
て
く
れ
た
こ

　

と
に
謝
意
を
示
し
、
抱
え
て
き
た
苦

　

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〇
聴
く　

相
手
の
話
を
じ
っ
く
り
聴
き
、

　

共
感
し
ま
す
。
助
言
や
結
論
を
急
い

　

で
は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
つ
な
ぐ
　
適
切
な
相
談
者
や
機
関
へ

　

つ
な
ぎ
つ
つ
、
引
き
続
き
支
援
し
ま

　

し
ょ
う
。
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男女共同参画・少子化対策
通信

2016.01.01
14

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
十
六
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
自
然
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
ジ
オ

モ
ン
）
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
奥
小
安
の
ジ
オ
モ

ン
「
も
り
て
つ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
オ
モ
ン
た
ち
は
、
ジ
オ
パ―

ク
の
秘
密

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
言

葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
オ
モ
ン

た
ち
の
話
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が

ジ
オ
ガ
イ
ド
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ジ
オ
モ
ン
た
ち
の

秘
密
を
み
ん
な
で
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

第8回◎
ジ
オ
ガ
イ
ド
依
頼
先
　

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内

　

☎
55
8
1
9
5
、　　geopark@

city.

　

yuzaw
a.lg.jp

）
へ

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

新
し
く
な
っ
た
湯
沢
駅
で

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う

　

新
し
く
な
っ
た
湯
沢
駅
一
階
に
あ
る
観
光

案
内
施
設
に
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
す

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　

駅
の
観
光
案
内
施
設
に
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
を
紹
介
す
る
大
型
モ
ニ
タ
ー
、
ゆ
ざ

わ
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ッ
プ
（
床
地
図
）、パ
ネ
ル
、

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

の
世
界
に
気
軽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
に
入
り
、
床
に
目
を
向
け
る
と
縦

三
メ
ー
ト
ル
横
四
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
地
図

が
敷
か
れ
て
い
て
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の

エ
リ
ア
全
体
や
ジ
オ
サ
イ
ト
内
の
特
徴
的
ポ

イ
ン
ト
の
場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

観
光
案
内
施
設
は
年
中
無
休
で
午
前
八
時

か
ら
午
後
七
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
て
、

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
の
ガ
イ
ド

が
常
駐
し
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
だ
け
で
な

く
観
光
全
般
の
問
い
合
わ
せ
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
休
憩
場
所
や
バ
ス
の
待
合
室

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

右
側
の
モ
ニ
タ
ー
で
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の

特
徴
を
紹
介
し
て
く
れ
る
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
ム
ー
ビ
ー
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
左
側
の
モ
ニ
タ
ー
の
前
に
あ
る

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
操
作
す
る
と
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
の
見
所
が
解
説
付
き
で
モ
ニ
タ
ー
に

映
し
出
さ
れ
る「
ジ
オ
パ
ー
ク
ぶ
ら
り
」で
は
、

ジ
オ
サ
イ
ト
の
詳
し
い
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

鳥
に
な
っ
た
気
持
ち
で
ゆ
ざ
わ

ジ
オ
パ
ー
ク
を
見
て
み
よ
う

▲右側のモニターでは、しず小町が、ゆざわジオパーク内
　を飛び回り、各ジオサイトの上空にたどり着くと、ジオ
　モンが登場します

▲施設内は自由に出入りでき、観光パンフレットなどが多数置かれ
　ているほか、休憩スペースもあります

▲ゆざわジオパークマップ（床地図）。地図の上
　には立ったり、自由に歩いたりもできます

湯沢市第３次男女共同参画計画（素案）に関する意見募集

　男女共同参画社会の実現に向けて、市が取り組む具体的な施策や事業を総合的かつ計画的に推進するために
男女共同参画計画を策定しています。第2次計画が本年度をもって終了することから、新たに第3次計画を策
定するものです。
　つきましては、この案に市民の皆さんの声を反映させるため、下記のとおりご意見を募集します。

男女共同参画社会の実現に向けて、湯沢市男女共同参画条例の基本理念の基、「全ての人
を大切にし、心豊かに暮らすまち」を将来像として、「あらゆる分野における男女共同参
画の推進」、「安全・安心な暮らしの実現」、「男女共同参画の実現に向けた基盤の整備」の
3つを基本目標に掲げ、施策の方向を11分野、更に施策の方向ごとに28項目の基本施策
をまとめています
1月4日㈪～25日㈪
①市役所本庁舎3階企画課および１階市民ロビー
②各総合支所窓口
③市ホームページ
ご意見は閲覧場所に備えてある所定の用紙に必要事項を記入し、次のいずれかの方法に
より提出してください。
①持参する場合　市役所本庁舎3階企画課までご持参ください
②郵送する場合　〒012‒8501 湯沢市佐竹町１番１号、湯沢市役所企画課男女共同参画・
　　　　　　　　少子化対策室宛て
③電子メールの場合　kikaku@city.yuzawa.lg.jp
　（件名欄に、「湯沢市第3次男女共同参画計画素案についての意見」とご記入ください）
④ファクスの場合　FAX73‒2117
・お寄せいただいたご意見は、この計画の成案策定の参考とさせていただきます
・ご意見の概要とそれに対する市の考え方は、後日、市広報やホームページで公表する
　予定です
・いただいたご意見について確認のため
　連絡させていただく場合があります。
　提出の際は、必ず住所、氏名、電話番
　号などの必要事項を記入してください。
　意見提出者の氏名その他個人情報の公
　表はしません
企画課男女共同参画･少子化対策室（☎55
‒8274）へ
　

○計画の概要

○閲覧・募集期間
○資料の閲覧場所

○提出方法

○ご意見の取扱い

○問い合わせ



○料　　金　一般20,570円　小・中学生、高校生10,280円
○販売場所　市内各スキー場
○購入に必要なもの　顔写真2枚（縦4.5㎝×横3.5㎝／パスポートサイズ）、上記の料金、申請書（各スキー場に備えて
います）

※湯沢市共通シーズン券を秋田・岩手両県内の連携スキー場で提示すると、1日券が割り引きになります。なお、一部
のスキー場では、この相互割引制度に加入していないところもあります。

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

115

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2016.01.01
16

小安温泉スキー場 ☎47‒5241

湯沢スキー場 ☎72－1459

稲川スキー場 ☎42－4185

小安温泉スキー場 ☎47‒5241

湯沢市スキー場情報湯沢市スキー場情報

共通シーズン券好評発売中！ 　湯沢・稲川・小安温泉スキー場に
おいて滑走可能なシーズン券を販売
しています。なお、稲川スキー場に
ついては、ナイター営業も含みます。

み うら けい き

○初級者～上級者向け（ペアリフト１基、アンヴァーリフト１基）
○営業時間　午前9時～午後4時30分（定休日：なし）
　　　　　　※2・3月の平日は午後0時30分から4時30分まで営業。
○最終営業日　3月6日㈰
○利　用　券
　共通１日券：一般2,100円　小・中学生1,300円
　半　日　券：一般1,400円　小・中学生800円
○スキー講習　皆瀬スキースクール阿部（☎090-4637-6348）へ

湯沢スキー場 ☎72－1459
○初級者～中級者向け（アンヴァーリフト２基）
○営 業 時 間　午前10時～午後4時（定休日：毎週水曜日）
※12月30日㈬、元旦は営業。
○最終営業日　2月29日㈪
○利用券
　１ 日 券：一般1,020円　小・中学生、高校生510円
　４時間券：一般610円　　小・中学生、高校生300円
　ロープ11回券：300円
○スキー講習　湯沢スキースクール谷藤（☎090-8780-8832）へ

稲川スキー場 ☎42－4185
○初級者～中級者向け　（ペアリフト１基、アンヴァーリフト１基）
○日 中 営 業　午前9時～午後4時
　　　　　　　（1・2月は毎日営業、3月は土・日曜日のみ営業）
○ナイター営業　午後5時30分～9時（火～土曜日に営業）
※ナイターは1月5日㈫から開始。
○最終営業日　3月17日㈭予定
○利　用　券
　共通１日券：一般2,050円　小・中学生、高校生1,020円
　４ 時 間 券：一般1,330円　小・中学生、高校生720円
　ナイター券：一般1,540円　小・中学生、高校生820円
　午後＆ナイター券：一般2,050円　小・中学生、高校生1,020円
　ナイターシーズン券：一般13,370円　小・中学生、高校生7,200円
○スキー講習　稲川スキースクール（☎080-2805-9104）へ

　誰でも気軽に楽しめるレクリエーショ
ンスポーツを通じて、心も体もリフレッ
シュしましょう。

○と　き　1月18日㈪、25日㈪、2月8日㈪、
22日㈪、3月7日㈪、14日㈪（全
6回）／午後1時30分～3時30
分

○ところ　総合体育館
○種　目　卓球・ビニールバレーボール

など
○講　師　三浦敬樹さん
　　　　　（健康運動指導士）
○対　象　市内在住の18歳以上の人
　　　　　（高校生を除く）
○定　員　30人（先着順）
○参加料　全6回1,000円（保険料含む）
○申し込み　1月4日㈪から受け付け開始。

参加料を持参の上、総合体
育館（☎72-6500）へ

○問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班
へ

ニュースポーツ
　　体験教室開催

▲インターネットに接続されたノートパソコン

このマークが目印です。　

森沢　明夫／著

湯

雄
湯

皆

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

世界でいちばん貧しい大統領からきみへ
どこ？ どうぶつたちとさがしもの
子どもばやしのお正月
風来坊の子守歌

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

日本の風穴

髙橋　宏和

本郷　和人

半藤一利・宮部みゆき

田部井淳子

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

1月の特集・イベント1月の特集・イベント1月の特集・イベント

月1

2016.01.01
17

清水　長正・澤田　結基／編

3分診療時代の長生きできる 受診のコツ45

戦国武将の解剖図鑑

昭和史の10大事件

人生、山あり時々谷あり

湯 雄

稲
と　き：1月16日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

と　き：1月9日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー

　「虹の岬の喫茶店」など、映像化
ラッシュで話題の著者が贈る感動
作品で、最後の１ページまで切な
い大人のラブストーリーです。古
本に挟まっていた一枚の名刺から
運命が動き出し、奇跡の出会いや
胸の高鳴り、苦悩や決意によって
人が成長していく物語です。

★おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を募
　集しています。おはなし会の見学も可能です。

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

と　き：1月23日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

きらきら眼鏡

くさば よしみ
山形　明美
さげさか のりこ
川端　　誠

　例えば夏に山の斜面から天然の
冷たい風が吹き出す穴、天然の
クーラーのようなものが 「フウケ
ツ」 や 「カザアナ」 と呼ばれてい
ます。風穴とは何か？風穴にかか
わる研究や歴史、現代の利活用に
ついても取り上げられています。
「三関風穴」 も紹介されています。

児　童　「冬を楽しむ♪」
児　童　「かぜに負けるな!元気になる絵本」
一　般　「新しい本への道しるべ～ブックガイド・作家論特集～」一　般　「読者第１号募集中‼」

～いつもと違う、新しいジャンルの本との出会い～

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

児　童　「冬を楽しむ♪」
児　童　「かぜに負けるな!元気になる絵本」
一　般　「新しい本への道しるべ～ブックガイド・作家論特集～」一　般　「読者第１号募集中‼」

～いつもと違う、新しいジャンルの本との出会い～

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

インターネットの利用について
　湯沢図書館、雄勝図書館、稲川カルチャーセンターや皆瀬
生涯学習センターにはWi-Fiフリースポットがありますので、
スマートフォンやタブレット端末を快適に使うことができま
す。
　また、インターネットに接続されたノートパソコンもあり
ますので、利用申込書に必要事項を記入の上、ご利用くださ
い。（1回につき30分までとなっていますが、次に利用する
かたがいない場合は延長することができます）



▲中鉢さんの熱唱に生徒の皆さんも圧倒されていました

　12月10日、湯沢市除雪ボランティア隊結団式が湯沢市福
祉センターで行われました。
　除雪ボランティア隊は、湯沢市社会福祉協議会からの呼
び掛けに応じた市内の事業所や団体、中学生、高校生が参
加し、自力での除雪が困難な高齢者世帯などの生活圏の確
保に必要な除雪を支援しています。今年は、21団体583人が
登録（12月10日現在）。地域の皆さんと連携しながら厳しい
冬を乗り越えていくため活動します。
　結団式では、除雪ボランティア隊を代表して、山田中学
校2年中嶋瑞希さんが決意宣言をした後、出席者全員が栄
養ドリンクで乾杯し隊の結束を固めました。

なかじまみず き

さとしばちちゅう

みなぎる熱気「ジョヤサ!」
初丑まつり

▲下帯姿の男衆が威勢よくぶつかり合い、えびす俵を奉納

2016.01.01
18

2016.01.01
19

▲貴醸酒（日本酒で仕込んだ日本酒）で乾杯しました

　12月6日、湯沢のおいしい日本酒を女性が楽しめるように情
報発信・イベントを企画している「こまち女酒会」によるクリ
スマスパーティが湯沢ロイヤルホテルで開催されました。
　当日は、秋田銘醸の酒蔵を見学した後、蔵元から日本酒の説
明やお酒に合う料理などを聞きながら飲み比べを楽しんでいま
した。
　参加者には、お土産として川連漆器のおちょこや参加者の写
真をラベルにした日本酒などがプレゼントされました。「普段
なかなか見ることができない酒蔵見学がおもしろかった」
「イッピンラベルや会場内の飾りつけなど女性ならではの目線
で工夫されていて楽しかった」などの感想が聞かれました。
　

日本酒の魅力を発信
こまち女酒会 Ｘｍａｓ Ｐａｒｔｙ

▲除雪ボランティア隊を代表して決意宣言をする中嶋さん

力を合わせ除雪支援
除雪ボランティア隊結団式

▲交通安全の文字の入ったリンゴなどを手渡しました

　12月11日、湯沢地区交通安全協会、同暴力追放推進委員会、
同少年保護育成委員会、湯沢市交通指導隊、湯沢警察署が合同
で市内の飲食店を訪問し、飲酒運転の撲滅を訴える活動を行い
ました。
　当日は、湯沢生涯学習センターで出発式を行った後、3班に
分かれて、市内の飲食店を訪問。
飲酒運転禁止の卓上のぼりやチラ
シ、交通安全の文字の入ったリン
ゴ、ティッシュを配り、飲食店関
係者や来客者に飲酒運転撲滅の協
力を呼び掛けました。

飲酒運転撲滅を呼び掛け
年末飲酒運転撲滅飲食店訪問

　12月15日、岩崎地区八幡神社境内にある水神社にお
いて「初丑まつり」が開催されました。悲話「能恵姫伝
説」にちなみ、竜神にさらわれた姫の霊を慰めようと、
姫をまつっている岩崎水神社で毎年行われています。
　当日は手ぬぐい、下帯、足袋を着けた勇ましい姿の
男衆がえびす俵を担ぎ、「ジョヤサ、ジョヤサ」と威
勢のいい掛け声とともに通りを練り歩きました。神社
にたどり着くと町内会ごとにえびす俵を奉納していき、
奉納を終えた町内と後続の町内が社殿入口や社殿内で
激しく揉みあう姿が見られました。

夢に向かって!
　夢プロジェクト集会「ようこそ先輩!」

　12月9日、オペラ歌手の中鉢聡さんが母校である湯
沢南中学校で「夢に向かって」と題し、講演会を行い
ました。
　講演会中、トゥーランドットなどオペラの名曲が披
露されると、生徒たちは中鉢さんの圧倒的な歌唱力に
魅了されていました。また、中鉢さんは「私にとって
1番感動するものが音楽だった。君たちにも感動する
もの第1位を見つけて、そこに向かって歩んでほしい。
発見してほしい」と夢に向かって歩もうとする後輩た
ちにエールを送りました。

東西自由通路の完成を祝う
奥羽本線湯沢駅東西自由通路・駅舎完成記念式典

▲完成した東西自由通路

▲新しい駅舎前ではさまざまなイベントが開催されました

　11月28日、待望の東西自由通路が開通しました。
当日は、通路の開通と、既に営業を開始していた
新駅舎の完成を祝い、「奥羽本線湯沢駅東西自由
通路・駅舎完成記念式典」を行いました。今まで
駅入り口は東側のみでしたが、西側にも入り口を
設け、新たに東西を行き来できる通路を整備し、
1階には観光案内施設を開設しました。
　式典では齊藤市長が「安全性と利便性の向上が
図られた新しい玄関口を市のにぎわいに生かして
いきたい」、東日本旅客鉄道株式会社執行役員秋
田支社長の白石敏男さんは「これからも市の玄関
口として皆さんから愛される駅になるよう努めて
いきたい」とあいさつしました。
　また、完成した東西自由通路の愛称は「ゆうゆ
うロード」に決まり、考案者である髙田美紀子さ
んに市長から感謝状が贈られました。「ゆう」には、
湯沢の「湯」、自由の「由」、あなたの「ＹＯＵ」、
駅とみんなを「結ぶ（結う）」などの意味が込めら
れています。
　式典後には、秋田行きの電車を見送る出発式や
開業記念イベントが行われ、記念撮影する人も多
く見られました。
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

11.30

11.30

12. 3

12. 4

12. 5

12. 6

12. 6

12. 7

12. 7

12. 7

12. 8

12. 8

12. 8

12. 8

12. 9

12.10

12.11

52

78

90

89

84

88

81

89

87

82

82

63

92

91

78

42

84

西新町第１の２

松ノ木下丁

愛 宕 新 町

いさみが岡

上　　　関

下 関 住 宅

土　　　沢

上 二 井 田

愛宕町第５

清水町第２の１

さつき町第２

宇 留 院 内

千石町第１

山 谷 第 ２

元清水第３

中 野 町 ３

元清水第３

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

下　　　幅

御　返　事

八　　　丁

横　　　丁

落　　　合

下　馬　場

77

91

84

77

92

91

12. 5

12. 7

12. 7

12. 8

12. 9

12.11

悦　子

努

恭　一

英　夫

和　男

繁　雄

佐 藤　榮 悦さん

髙 𣘺 久仁子さん

小 松 タネ子さん

今 村　浩 一さん

渡 部　ヨ シさん

加 藤　ミ ヱさん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

小　　　安

藤　　　倉

99

91

12. 5

12.11

京　一

達　二

阿 部 マツヱさん

阿 部 アサノさん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

る　か

しゅうと　

ひなた

やまと

嶽 石　琉 嘉くん

高 橋 志優人くん

近 江　陽 向くん

安 中　大 翔くん

11.30

12. 1

12. 2

12. 5

新 二 井 田

清水町第７

西新町第２

若　葉　町

竜磨さん・澪奈さん

勇さん・千文さん

良太さん・美穂さん

淳さん・美月さん

2016.01.01
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下 山　和 彦さん

丸 山　長 雄さん

釜 田　ミ ツさん

髙 𣘺　ア ツさん

佐 藤　耕 二さん

宮 原　タ メさん

佐々木トミヱさん

樋 渡　ト クさん

中 山　サ ワさん

小 松　ミ キさん

東海林 武 志さん

髙 橋　政 一さん

木 曽　 　　さん

土 井　篤 子さん

岡 本　節 郎さん

川 原 有利子さん

大 橋 重二郎さん
12月13日届け出分まで

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

本　町　１

中　野　１

本　町　１

中　町　２

新　　　城

西　　　町

上　　　村

85

85

75

95

84

77

89

11.30

11.30

12. 1

12. 1

12. 3

12. 3

12. 6

佐 藤　幸 一さん

藤 原　ナ ツさん

佐 藤　敏 子さん

佐 藤　キ ヱさん

藤 谷　武 雄さん

佐 藤 マサ子さん

松 浦　ツ ヤさん

本　人

定　一

一　美

本　人

フク子

本　人

常　雄

卓　哉

仁　志

本　人

本　人

春　彦

育　郎

佐一郎

貞　男

永　一

信　夫

本　人

政　紀

本　人

本　人

ヨリ子

伊藤順

圭　子

12月13日届け出分まで
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金
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金
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月月1 ●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成27年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所本庁舎  相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

1月20日㈬

1月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

21日㈭

20日㈬
並木精密宝石㈱湯沢山田工場
秋 田 県 発 酵 工 業 ㈱
㈱ 高 瀬 電 設
雄 勝 中 央 病 院

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

１０：００～１１：００
１３：００～１３：３０
１４：３０～１６：３０
１３：３０～１６：００

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔稲川スキー場〕

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳児以上クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／正月遊び
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●市民総体綱引き大会〔総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／正月遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●フットサル湯沢カップＵ－１２［総合体育館］

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・ほっかほか親子遊び（支援
　センター合同事業）
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午前9時～午後6時（小中学生・高校生）
●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日

●剣道三時間立切試合〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　瀬川歯科医院（稲川／☎422269／
　午前９時～正午）

○祝祭日救急歯科診療　佐野歯科医院（湯沢／☎728686／
　午前９時～正午）

○祝祭日救急歯科診療　高橋歯科医院（湯沢／☎732911／
　午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日（～4日）　○雄勝図書館休館日（～4日）
○祝祭日救急歯科診療　佐藤歯科医院（湯沢／☎732720／
　午前９時～正午）
●第３４回元旦ランニングの集い（市役所前発着）
●各体育施設休館日（～３日）

○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔広域交流センタ－〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

－みんなの財産をみんなで守りましょう－

1月26日は「文化財防火デー」です「文化財防火デー」です
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お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
作
る
た
め
に
試
行
錯
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
瀬
小
学
校
六
年
　
阿
部
　
日
和
さ
ん

　
十
一
月
十
四
日
、
宮
城
県
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ

た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
小
学
生
レ
シ
ピ
コ
ン

ク
ー
ル
東
北
地
区
大
会
に
出
場
し
た
阿
部
日
和
さ
ん

は
、
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
全
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
十
三
日
、
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
同
全
国
大
会
で
は
、
審
査
員

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
即
席
食
品
工
業
協
会
が
食
育
の
一

環
と
し
て
、
身
近
に
あ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

を
素
材
に
、
材
料
・
調
理
法
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
盛

り
付
け
な
ど
に
つ
い
て
自
分
で
考
え
、
調
べ
、
調
理

を
体
験
し
、
家
族
や
友
人
と
と
も
に
試
食
し
、
食
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
の
作
品
で
あ
る
「
ト
マ
ト
マ
色
ど
り

ラ
ー
メ
ン
！
」
は
家
庭
科
の
授
業
の
時
に
考
案
し
、

試
作
し
ま
し
た
。
大
好
き
な
ト
マ
ト
を
使
用
し
て
調

理
し
ま
し
た
が
、
何
か
物
足
り
な
い
感
じ
が
し
ま
し

た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
牛
乳
と
チ
ー
ズ
を
加
え

て
み
た
と
こ
ろ
、
ス
ー
プ
が
ま
ろ
や
か
に
な
り
、
う

ま
味
が
増
し
た
ほ
か
、
さ
ら
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
良

く
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
ラ
ー
メ
ン
に
仕
上
り
ま

し
た
。

　
調
理
の
練
習
は
お
母
さ
ん
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

何
度
も
行
い
、
試
食
に
つ
い
て
は
、
お
父
さ
ん
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。調
理
す
る
際
に
は
、ス
ー

プ
の
味
を
左
右
す
る
水
と
牛
乳
の
配
分
量
に
気
を
付

け
て
い
ま
す
。
牛
乳
を
入
れ
す
ぎ
る
と
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
の
粉
末
ス
ー
プ
の
風
味
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
な
め
ら
か
さ

を
保
ち
な
が
ら
、
粉
末
ス
ー
プ
の
風
味
を
生
か
す
た

め
に
、
き
ち
ん
と
計
量
カ
ッ
プ
で
量
っ
て
調
整
し
て

い
ま
す
。

　
東
北
地
区
大
会
で
の
感
想
を
伺
う
と
「
麺
の
固
さ

に
注
意
し
ま
し
た
。
最
初
に
麺
を
ゆ
で
、
そ
れ
を
ザ

ル
に
一
度
移
し
て
か
ら
再
度
、
具
材
を
煮
た
ス
ー
プ

で
煮
込
む
作
業
が
あ
る
の
で
、
麺
が
柔
ら
か
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
た
（
作
り
方
は
下

記
の
と
お
り
）。
ま
た
、
盛
り
付
け
は
色
合
い
を
良

く
す
る
た
め
、
同
じ
色
の
具
材
が
か
た
ま
ら
な
い
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
練
習
通
り
に
調

理
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
盛
り
付
け
を
丁
寧
に
行
う
こ
と

を
心
掛
け
、
緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
め
ま
し
た
と
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
「
大
勢
の
人
が
注
目
し
て
い
る
中
で
、

調
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
自
信
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

あ  

　
べ

　
ひ
　 

よ
り
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【材料・写真上】
　インスタントラーメン（塩味）１袋、
　ウインナー、ミニトマト、グリンピー
　ス、サツマイモ、ニンジン、キャベツ、
　チーズ、牛乳

【作り方】
　①ミニトマト、キャベツ、
　　ニンジン、サツマイモ、
　　を切る。ニンジン、サ
　　ツマイモはゆでておく
　②麺をゆでる
　③お湯、牛乳、粉末スー
　　プを混ぜて温める
　④③にミニトマト、チー
　　ズ、ウインナー、キャ
　　ベツを入れて煮る
　⑤麺を④に入れて煮込む
　⑥⑤をどんぶりに盛り付
　　け、ニンジン、サツマ
　　イモ、グリンピースを
　　トッピングする

▲どんぶりに盛り付けをしている様子
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